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（環境配慮エネルギー・循環システム）
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小野田 弘士 プロフィール
【学歴】
1997.4- 2001.3 早稲田大学理工学部機械工学科
（大学3年時に永田勝也研究室に配属）
2001.4- 2003.3 早稲田大学大学院理工学研究科機械工学専攻（修士課程）
2003.4- 2006.3 早稲田大学大学院理工学研究科機械工学専攻（博士後期課程）、博士（工学）

【職歴】
2003.9- 2006.3 早稲田大学大学院理工学研究科・助手
2006.4- 2008.3  早稲田大学環境総合研究センター・講師
2008.4- 2014.3  早稲田大学環境総合研究センター・准教授
2014.4- 2017.3  早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・准教授
2016.9- 同 教務主任
2017.4- 現在 早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・教授
2022.9- 現在 早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科⾧

早稲田大学環境総合研究センター 所⾧

2003.8 株式会社早稲田環境研究所を創業（代表取締役）。
2011.4-2017.11 株式会社早稲田環境研究所 取締役（非常勤）。

【社会活動】
2019.2- 環境省・中央環境審議会 臨時委員
2019.4-2020.3 経済産業省・総合資源エネルギー調査会 臨時委員
2015.4-2023.9 内閣府・地域活性化伝道師
2010.4-2015.3 埼玉県環境エネルギー統括参与 他多数

【所属学会等】
日本機械学会、廃棄物資源循環学会、日本エネルギー学会、日本LCA学会、環境
科学会、環境情報科学センター
IET Smart Cities Associate Editor
日本機械学会環境工学部門部門学術誌編集委員会 副委員⾧



H.ONODA専門分野～環境配慮エネルギー・循環システム～

易解体性定量評価手法の開発

環境負荷評価手法の開発

環境配慮型汎用ポンプの設計とそ
の評価

特殊ICタグを用いたライフサイク
ル管理システムの開発とその応用
による運用の高度化

自動車リサイクル部品の利
用促進システムの開発

資源循環システムのライフサ
イクルアセスメント

低炭素製品のリサイクルシス
テムの構築と実証

自立・分散型エネルギーシステムの設
計支援ツールの開発

需給両面を考慮したエネルギーマネジ
メントシステムの開発と実証

再生可能エネルギー熱利用システ
ムの開発と実証

超軽量小型モビリティULVの開発と
実証

本庄スマートエネルギータウンプロジェクト

自立・分散型エネルギーシステム

資源循環・廃棄物処理
システム

次世代モビリティ

スマートコミュニティ

再生可能エネルギーの高度利用を
目的としたCHP・Power to Xの
開発

熱分解による木質バイオマスの高
度利用技術の開発

再生可能エネルギー利用技術・システム

各種工業製品の環境配慮設計・運用技術に
関する研究

【博士論文】

唐津市・石狩市・掛川市・相模原市・・・・ 3

Resource
DfE (Design for Environmennt)
LCA (Life Cycle Assessment)

Energy

Mobility

Smart Community

環境学習プログラム

コミュニケーションロボット
を活用した環境学習プロ
グラムの開発

VR・ナッジ等を活用した
労働安全教育システムの
開発



H.ONODA最近の活動



H.ONODA航空写真測量による不法投棄現場（2016/10）
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ハイブリッド自動車の輸出量増加と現地での排出状況
～モンゴルの例～

* 資料提供:ユーパーツ



H.ONODA

民生・業務施設における
エネルギーシステム

供 給 需 要

実測データに基づく汎用性
のある熱源（空調・給湯
等）シミュレータの開発

・運用改善
・設備更新計画

・温熱環境・照明等のシミュレータの
開発

・簡易BEMSの開発
・新技術（ex.輻射式空調等）の
導入評価

熱源シミュレータ 簡易BEMS

輻射式空調

エネルギーの消費実態が不明確

オフィス、病院、ホテル、福祉施
設、商業施設、学校等

効率的な省エネルギー、節電、温
室効果削減対策の支援ツール

需給両面からのエネルギーシステムの評価手法の開発

自立・分散型エネルギーシステム

コジェネ、ボイラ、冷温水器等

7



H.ONODA本庄スマートエネルギータウンプロジェクトの概要

8

本庄早稲田の『地の利』と早稲田大学の『知』を結集した産学官民連携型のまちづくりプロジェクトを展開。

本庄の『利』
災害の少なさ 恵まれた自然環境 充実した交通網

産学官連携 豊富な農産物 伝統・祭り・文化財 etc.

電力、都市ガス、再生可能&未利用エ
ネルギーのベストミックス、建物間融通
等による分散型エネルギーシステム

次世代商業施設

エネルギーコントロール
センターを含む地域
サービスプロバイダ機能
の拠点基地化

周辺施設との熱融通を考慮した自立・分
散型エネルギーシステム

次世代スマートハウス群

拡張型スマートエネルギーネットワーク

共有インフラ化によるエネルギーシェアリン
グを想定した次世代型スマートハウス群

次世代モビリティシステム

既成市街地と本街区との効率的な連携
を考慮した次世代モビリティシステム

地域資源循環システム

周辺地域との連携を前提とした地産地
消型のバイオマス利活用システム

次世代オフィスエコポイントシステム

市民参加型のエコポイントシステム

ベイシア
本庄早稲田ゲート店

国内外の他都市へ展開可能なノウハウを蓄積・移転



H.ONODA太陽熱・地中熱を熱源とした地点熱供給プラントの概要

吸着式冷凍機（10kW）
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H.ONODA

ソーラーコレクター
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給湯回路

室内冷暖房機
FCU

地中採熱管 ボアホール80m * 
12 本

給湯蓄熱

給水
0.17MPa

ストレージタンク

採熱放熱回路

地中採熱管昇温（暖房時）

太陽熱・地中熱ハイブリットクーリングシステム

施設概要 設備概要
場 所 : 埼玉県本庄市早稲田の杜 給湯設備 : 太陽熱 ＋ガス給湯器
用 途 : 3 店舗 給湯・冷暖房 冷暖房設備 : GTH.P + 太陽熱 + 吸着冷凍機
店 舗 面 積 : ≒300 ㎡ 地中熱HP : 30 KW × 4基
ボアホール : 80m  12本 蓄熱タンク : 1500 L × 3 基
太陽熱パネル: 16基 190.4㎡

太陽熱集熱

地中熱ヒートポンプ

地中放熱管冷却（冷房時）

熱交換器
吸着冷凍機



H.ONODAZEH（ゼロ・エネルギーハウス）

天城屋・本庄スタジオ外観

輻射式空調
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天城屋WEBサイト:http://www.amagiya.co.jp/



H.ONODA『本庄早稲田』でのこれまでの実績～社会実装～
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本庄スマートエネルギータウンプロジェクト（2011～）
環境省・G水素プロジェクト（2004～2010）

太陽熱・地中熱複合利用型熱源（商用）
食品系バイオマスのバイオガス化実証事業
（技術開発・実証・FS）→商用化

未利用木質バイオマスの高効
率エネルギー利用システム（技
術開発・実証・FS） 埼玉県・環エネとの環境・エネルギー分野に関する包括協定（2010～）

使用済み小型家電リサイク
ルシステム（事業化支援）

自動車リサイクル部品の普
及促進（事業化支援）

ZEHの評価



H.ONODA

相模原市

唐津市 浜松市
13

自立・分散型エネルギーシステム、面的利用、地域新電力・・・



H.ONODA
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出典：NEDO（2025年8月7日） 「⾧期エネルギー貯蔵（LDES）ワークショップ」に基づき作成



H.ONODAエネルギー貯蔵技術～電力貯蔵～

*日本機械輸出組合、再生可能エネルギーの導入に向けた海外電力貯蔵ビジネスの展望（平成27年3月）に基づき、
小野田作成。

●『貯蔵』といってもさまざまな技術がある。
●各々の特性を考慮したシステム設計を行っていくことが重要。
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H.ONODA超軽量小型モビリティULVの開発
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競技用車両

ベースモデル FCV（2004）
初の公道走行達成

（新宿区）

FCV（2005～2006）
走行性能改良

（本庄早稲田）

EV（2007～2008）
初の地産地活
（墨田区）

●軽量化・省エネ性
●公道走行の実現

●地産地活
●現行モデル（EV）

●ULVは、軽量化・省エネ性を追究しつつ、公道走行可能なモビリティとして開発。
●現在は、EVをベースとしつつ、地産地活の実現に向けた検討を中心に実施。



H.ONODA石狩市における宅配ロボットの公道走行試験

• 2021年8月17日～9月15日
• ポイントは下記のとおり。

• ミニカー（⾧さ2.5m以下×幅1.3m以
下×高さ2.0m以下）に準じた大きさ、
最高速度15km/hのロボット（中型・
中速）が車道を公道走行するのは、国
内初の事例。

• 複数サイズのロッカーを20個搭載。

• 今回の実証試験から得られた知見は、
CEATEC2021 ONLINEの京セラコミュニケ
ーション（KCCS）のブースで展示
→KCCS、石狩市、小野田の対談形式
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H.ONODA

廃棄物処理・リサイクルの非接触化・自動化を実現する
選別ロボットの開発と社会実装に向けたシナリオ構築

〇 排出現場で活用する選別ロボットの開発・導入
〇 ヒト共存型選別ロボットの開発・導入

No.10 3.0 億円程度

（事業期間 3年間）

労働力不足が深刻化する廃棄物処理・リサイクル分野において、AIを活用した
非接触化・自動化を実現する選別ロボットの開発を行う。プラスチック資源循環等
の3R推進への貢献や新たな産業創出を目指す。

自動選別ロボット

*東京都大学研究者による事業提案制度



H.ONODA



H.ONODA
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H.ONODA

21Designed by カベミミデザインズ

*埼玉県久喜市・南栗橋駅前街区における次世代型まちづくりプロジェクト
（2021年11月10日記者発表）
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商業施設
戸建住宅街区

南栗橋駅

まちびらきイベントの様子

カーポートを街区内に設置
（候補地のリストアップ完了）

遠隔監視拠点

自律走行は、エリア・走行
ルート限定

公道走行可能なモビリティ
で街区と駅等を接続

南栗橋駅前では、産学官連携による『BRIGE LIFE Platform構想』に基づく次世代型のまちづくりを進めている。



H.ONODA
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開 発 実 証（PoC）コンセプト

Howdy USE 1.0

Howdy Follow

Howdy Assist

Howdy Trans

Howdy Trailer

マルチベネフィット

Howdy USE 2.0

ヒト追従

3分割
ユニット

歩道用

公道用

牽引式
自律走行

現在、製作中のモデル

マルチベネフィット型モビリティの開発の成果



H.ONODA自動配送ロボット（中型中速ロボット）
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25

処理対象物 設置時期 監視エリア AIカメラ
設置場所

1 容器包装プラ 2020年6月 二軸破砕機 破砕機下部

2 一廃粗大ごみ 2021年2月 振動コンベア ベルトコンベア

3 建設廃棄物 2021年3月 二軸破砕機 破砕機下部

4 可燃系廃棄物
(焼却対象) 2021年6月 ごみピット

(ガラス越し) 中央制御室

5 一廃粗大ごみ 2021年6月 ギロチン ベルトコンベア

6 RPF製造 2021年9月 二軸破砕機 破砕機下部

7 RPF製造 2021年10月 二軸破砕機 破砕機下部

8 事業系プラ 2021年11月 一軸破砕機 ベルトコンベア

AIによる火花検知システム



H.ONODAWork Chain Management (WCM)に基づくトレーサビリティシステム

• 前スライドに示した監視システムと別途、開発しているタイムスタンプ型のトレーサビリティシステ
ムを統合する。⇒知財化を検討中

• 自動配送ロボットの監視やLiBのトレーサビリティ、LLMアプリとの連携等を想定。

廃掃法を包含し、高度化法を前提としたシステムの構築
⇒ ＤＰＰ等への対応も想定。
⇒ 追跡型トレーサビリティ＋タイムスタンプ型レーサビリティ（ＷＣＭ）を実現する。
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H.ONODA

イオンスタイル南栗橋店

住民資源回収BOX回収業者 イオンスタイル敷地

クラブハウス

メインステーション

・統一コンテナをそのまま回収
・空のコンテナと交換

・モビリティの保管
・オフグリッド電源によ
る充電

モビリティステーション

・ロボットやトラックの位置情報
、タスク等を管理
・回収業者と連携し、適切なタ
イミングでコンテナを回収

回収業者

回収業者

住民:
再配達・置き配・集荷依頼
ロボット:
荷物の回収

・回収品目の拡充
・回収量の遠隔監視に
よる空振りの防止

*リチウム電池の発火防げ 本庄の2社が共同開発 診断機で放電、再利用→危険ならボックスで回収 https://www.tokyo-np.co.jp/article/407720

・荷物や資源の一時保管
*LiB製品は発火対策を
施し運搬・保管

BLPエリアマネジメント会社

コンテナの一時保管

サブステーション(計9箇所)

統一コンテナ化

夜間にコンテナを回収

・イオンスタイルやクラブハウスを資源・荷物の回収拠点に指定
・統一コンテナの運搬、回収量・ロボットの遠隔監視、外部インフラ(資源回収・宅配業者)との連携

提案する非接触型収集運搬モデル
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H.ONODA

【特徴】
〇現場・現物・現実→モノに触れる。
〇社会実装→社会との接点
〇工学的な視点＋学問統合型アプローチ

→環境・エネルギーにおける幅広い分野をカバー

小野田研究室
早稲田キャンパス 121号館509室

西早稲田キャンパス 51号館412・55号館909
https://onoda.w.waseda.jp/professor.html

onoda@waseda.jp


